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2022年度 登録基礎ぐい工事試験 択一式問題 

 

１ 土粒子の粒径区分（地盤工学会：日本統一土質分類法）において、    内に入る土粒子の粒径の

値で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① A ＝ 0.005 mm 

② B ＝ 0.75 mm 

③ C ＝ 2 mm 

④ D ＝ 75 mm 

 

 

 

２ 土の物理的性質と構成に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 土粒子の密度 (ρs ) とは、土の固体部分の単位体積当たりの平均質量である。 

② 含水比 ( w ) とは、土粒子の体積に対する土に含まれている水の体積の割合である。 

③ 間隙比 ( e ) とは、土粒子の体積に対する土に含まれている間隙の体積の割合である。 

④ 飽和度 ( S r ) とは、間隙中に占める液体成分の体積百分率である。 

 

 

 

  

 A  B  C  D  
     

粘土 シルト 砂 礫 石 

粒径 (mm) 
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３ 標準貫入試験に関する記述で、    に入る数値の組合せとして、最も適切なものは次のうちどれ

か。 

ただし、JIS A 1219:2013「標準貫入試験方法」による。 

 

標準貫入試験とは、いわゆる動的貫入試験の1つで、外径  A  mmのサンプラーを質量  B  kg

のハンマにより落下高  C  mm で打ち込み、サンプラーが 300 mm 貫入するのに要する回数を測定

し、それを N 値として表すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ フレッシュコンクリートの性質を表す用語の記述で、    に入る正しい語句の組合せとして、最

も適切なものは次のうちどれか。 

 

フレッシュコンクリートとは、まだ硬化していないコンクリートのことで、コンシステンシーは水の

多少により柔らかさの程度を表す一つの指標である。フレッシュコンクリートの性質には、このほか

にも打込みやすさの程度および材料分離の抵抗性を表す  A  、容易に型枠に詰めることができ、

型枠を取り去るとゆっくり形を変えるが、くずれたり材料が分離したりすることのないような性質

を表す  B  、コンクリートの仕上がり面を要求された平滑さに仕上げる場合の作業性を表す 

 C  、などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 A B C 

① 51 ±1.0 63.5 ±0.5 760 ±10 

② 61 ±1.0 53.5 ±0.5 500 ±10 

③ 51 ±1.0 53.5 ±0.5 500 ±10 

④ 61 ±1.0 63.5 ±0.5 760 ±10 

 A B C 

① ワーカビリティー ポンパビリティー プラスティシティー 

② ワーカビリティー プラスティシティー フィニッシャビリティー 

③ ブリーディング プラスティシティー フィニッシャビリティー 

④ ブリーディング ポンパビリティー プラスティシティー 
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５ コンクリートの耐久性に関する用語の記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 塩害とは、コンクリート中に混入あるいは浸透した塩化物イオンによって、コンクリート中の鋼材

が腐食し、その錆の膨張作用によってコンクリートにひび割れや剥離が生じ、コンクリートの耐久

性が低下する現象をいう。 

② アルカリ骨材反応とは、コンクリート中のアルカリ金属イオンと骨材中のある種の成分が、高アル

カリ化で反応して膨張し、その膨張圧によりコンクリート中に内部応力が発生し、網目状のひび割

れ等の被害が発生する現象をいう。 

③ 凍害とは、コンクリート中の水分が凍結融解を繰り返すことにより、ひび割れが発生したり、表面

部分から剥離し、次第にコンクリートが劣化、欠損する現象をいう。 

④ 中性化とは、セメント水和物（水酸化カルシウム）が空気中の二酸化炭素の影響を受け、コンク

リート中に炭酸化合物が発生し、コンクリートのアルカリ性が上昇する現象をいう。 

 

 

６ 鋼材の応力－ひずみ曲線で、A～D の     内の正しい語句の組合せとして、最も適切なものは次

のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A B C D 

① 弾性限界 比例限界 引張強さ 上降伏点 

② 比例限界 弾性限界 上降伏点 引張強さ 

③ 比例限界 弾性限界 引張強さ 上降伏点 

④ 弾性限界 比例限界 上降伏点 引張強さ 
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７ 品質管理に用いる図の正しい名称の組合せとして、最も適切なものは次のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A B C D 

① 特性要因図 散 布 図 パレート図 管 理 図 

② パレート図 散 布 図 特性要因図 管 理 図 

③ 特性要因図 管 理 図 パレート図 散 布 図 

④ パレート図 管 理 図 特性要因図 散 布 図 

日 付 
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ー
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８ 工程管理に関する記述で、    に入る正しい語句の組合せとして、最も適切なものは次のうちど

れか。 

 

工程管理は、品質管理、 A  管理、安全管理とともに施工管理の 4 大管理と呼ばれている。 

着工から完成までの単なる時間管理にとどまらず、労務、 B  、施工機械等を手配し、それらを

効果的に活用させることを目的とした管理である。 

品質、原価、 C  が生産の 3要素と言われるが、品質の安定を図ろうとすると工期は延長し、原

価は増大する。一方、極端に工期を短縮しようとすると品質の低下を招くとともに、原価も  D  

しやすい。そのため、これら 3 要素をバランスよく勘案して工程管理を行うことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 品質管理に用いるヒストグラムに関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

① 測定を正確に行わない場合には、分布幅が広く、上下管理値に対して余裕がなくなる。 

② データの山が 2 つある場合は、正規分布とは言えない。 

③ データ数が少ないほど、つりがね形の分布となる。 

④ 平均値が上下管理値の中央付近にない場合、管理値から外れる可能性が高い。 

 

 

 

 A B C D 

① 労 務 資 材 安 全 増 大 

② 労 務 資 金 工 程 減 少 

③ 原 価 資 材 工 程 増 大 

④ 原 価 資 金 安 全 減 少 

度

数 

品質特性 
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10 場所打ちコンクリート杭のインティグリティ試験を実施したところ、杭頭を打撃して反射波が戻っ

てくるまでの時間として 0.015 秒が得られた。このことから、推定される杭長で最も適切なものは次

のうちどれか。 

ただし、場所打ちコンクリート杭は材質が均一で断面積に変化がなく、損傷もないものとする。ま

た、場所打ちコンクリート杭の縦波動の伝播速度は 3600 m/s とする。 

 

 

① 54 m 

② 41 m 

③ 27 m 

④ 14 m 

 

 

11 単純梁または片持ち梁に荷重が作用した時の曲げモーメント図とせん断力図で、最も不適切なもの

は次のうちどれか。 

 

 

 

 

  

インティグリティ試験 
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（+）
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曲げモ－メント図

せん断力図
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ℓ

① 単純梁1点集中荷重 ② 単純梁2点集中荷重 

③ 片持ち梁自由端集中荷重 ④ 片持ち梁等分布荷重 
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12 下図は、A 点を自由端、B 点を固定端とする片持ち梁である。A 点に質量 5.0 kg の重りを吊り下げた

時、重りにより生じる B 点の曲げモーメント M（N・m）の値として、最も適切なものは次のうちど

れか。 

ただし、重力加速度は 10 m/s 2とする。 

 

 

① 1.2 

② 12 

③ 30 

④ 300 

 

 

 

13 基礎形式に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 直接基礎とは、構造物の荷重を直接地盤に伝える基礎形式で、独立基礎、連続基礎およびべた基礎

に分けられる。 

② 杭基礎とは、構造物の荷重を、杭を介して地盤に伝える基礎形式で、杭の種類によって場所打ちコ

ンクリート杭や既製コンクリート杭、鋼管杭などに分類される。 

③ パイルド・ラフト基礎とは、複数の基礎形式（直接基礎と杭基礎）を複合して 1 つの構造物に用い

る基礎形式である。 

④ 地中連続壁基礎とは、鋼管矢板を円形、小判形、長方形の任意閉鎖形状に連続して打ち込み、所定

の鉛直支持力、水平抵抗を得ることを目的とした基礎形式である。 

 

 

 

  

6.0 m 

A 点 B 点 

重り（5.0 kg） 
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14 水平力を受ける杭の検討において、杭頭条件が「杭頭固定」または「杭頭ピン」の場合、杭に生じ

る曲げモーメント、杭頭変位量に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 杭頭固定の場合、最大曲げモーメントは杭頭部に生じる。 

② 杭頭ピンの場合、最大曲げモーメントは地中部に生じる。 

③ 杭頭ピンの場合、杭頭部に生じるモーメントは 0（ゼロ）である。 

④ 同じ大きさの水平力が作用した場合、杭頭変位量は杭頭ピンに比べて杭頭固定の方が大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 地盤改良に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① サンドドレーン工法は、軟弱地盤中に振動または衝撃により砂を圧入し、圧縮された砂杭を造成し

て地盤の安定を図る工法である。 

② 注入工法は、薬液を地盤中の所定の箇所に注入し、地盤を固結することで地盤の強度を増大させる

工法であり、多重管注入工法や浸透固化工法などがある。 

③ 浅層混合処理工法は、浅い地盤において面的にセメント系固化材を用いて混合処理する工法である。 

④ バーチカルドレーン工法は、載荷重に加え砂あるいは人工の鉛直ドレーンを打設して排水距離を短

縮させ、圧密を促進する工法である。 
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16 摩耗や過荷重を受けたワイヤロープおよびつりチェーンの玉掛用具としての使用に関する記述で、

クレーン等安全規則において使用が禁止されているものは次のうちどれか。 

 

① ワイヤロープの直径の減少が公称径の 5％のもの。 

② ワイヤロープの安全係数の値が 5 のもの。 

③ つりチェーンのリングの断面の直径の減少が、製造された時の断面の直径の 6％のもの。 

④ つりチェーンの安全係数の値が 6 のもの。 

 

 

17 労働者を労働安全衛生法に定められている危険または有害な業務に就労させる場合、次の業務区分

のうち技能講習の修了者が行うことが最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 機体重量 3 tf の基礎工事用機械運転業務 

② 作業床の高さが 10 m の高所作業車運転業務 

③ つり上げ荷重 1 tf の移動式クレーンの玉掛け業務 

④ つり上げ荷重 5 tf の移動式クレーン運転業務 

 

 

18 騒音・振動に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 騒音規制法における特定建設作業の規制に関する基準では、指定地域における騒音の大きさは当該

特定建設工事の敷地境界において 85 dB を超えてはならない。 

② 振動規制法における特定建設作業の規制に関する基準では、指定地域における振動の大きさは当該

特定建設工事の敷地境界において 80 dB を超えてはならない。 

③ 騒音の距離減衰は、一般的には音源からの距離が 2 倍になると 6 dB 減衰する。 

④ 同じ騒音レベルの機械が 2 台稼働しているときの複合騒音レベルは、1 台が稼働している騒音レベ

ルより 3 dB 大きい。 
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19 環境基本法の公害の定義に関する記述で、    内に入る正しい語句の組合せとして、最も適切な

ものは次のうちどれか。 

 

環境基本法では、「公害」とは、環境の保全上の支障のうち、事業活動その他の人の活動に伴って

生ずる相当範囲にわたる大気の汚染、 A  、 B  、騒音、振動、 C  、および悪臭によって、

人の健康または生活環境に係る被害が生ずることをいう。これら 7 つの公害は「典型 7 公害」と呼

ばれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 労働基準法に関する記述について、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 1 日の労働時間は 8 時間、1 週の労働時間は 40 時間を超えて労働させてはならない。 

② 災害時等非常の場合あるいは労働協約の締結を条件に、所定労働時間を超えて時間外労働をさせる

ことができるが、割増賃金は通常賃金の 2 割 5 分増し以上にしなければならない。 

③ 時間外労働が深夜（午後 10 時から午前 5 時）に行われた場合は割増賃金を通常賃金の 5 割増し以

上にしなければならない。 

④ 年次有給休暇は 6 カ月間継続勤務し、全労働日の 8 割以上出勤した労働者に対し、5 労働日を与え

なければならない。 

 

 

  

 A B C 

① 土壌の汚染 地下水の汚染 日照阻害 

② 土壌の汚染 水質の汚濁 日照阻害 

③ 水質の汚濁 土壌の汚染 地盤の沈下 

④ 水質の汚濁 地下水の汚染 電波障害 
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21 国土交通省告示第 468 号「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」（平成 28 年 3

月 4 日）に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

ただし、建設業者とは、発注者から直接建設工事を請負ったものをいう。 

 

① 建設業者は、当該施工体制に係るすべての下請負人の主任技術者の配置状況、資格等が建設業法の

規定に違反していないかを確認する。 

② 建設業者は、設計図書等に沿った施工が可能か判断するため実施する試験ぐいについて自ら立会う。 

③ 建設業者は、取得すべき施工記録が取得できない場合に、代替する記録を確保するための手法につ

いて、基礎ぐい工事の施工後に合議を行う。 

④ 建設業者は、あらかじめ施工の適正性を確認する施工記録を保存する期間を定め、当該期間保存し

なければならない。 

 

 

22 国土交通省告示第 468 号「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」（平成 28 年 3

月 4 日）に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

ただし、建設業者とは、発注者から直接建設工事を請負ったものをいう。 

 

① 建設業者の下請負人は、基礎ぐい工事の施工前に設計図書に基づく施工が困難であることを発見し

たときは、書面をもってその旨を建設業者に通知する。 

② 建設業者は、下請負人から施工記録の報告がなされた場合には、支持層到達等を証明する記録とし

ての適正性を確認する。 

③ 建設業者は、基礎ぐい工事の施工前に、設計図書に記載された地盤条件、施工方法、工期等につい

て確認し、下請負人と共有する。 

④ 建設業者は、設計者によるくいの支持層への到達に係る技術的判断に対し、その適否を確認する。 

 

 

23 杭基礎工事に従事する技術者の倫理として、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 自らの使命の重要性に鑑み、常に品位を保ち、高い社会的信頼を保持するように努めなければなら

ない。 

② 施主・発注者はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行うことが重要であるが、業界に不

利益となるような情報は施主・発注者の了解が得られれば公開しなくてよい。 

③ 常に自己研鑽に励み、最新の知識と技術の獲得に継続的に努めなければならない。 

④ 自らの行動を律するように努め、施工に関わる者として社会に対し信頼と安全を提供しなければな

らない。 
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24 杭基礎工事の杭工事管理者の対応として、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 施工完了後、管理装置に入力した杭番号が間違っていることに気付いた。すぐに監理技術者に報告

した後、記録データは杭番号を手書きで修正し監理技術者にサインをもらった。 

② 管理装置が故障し、記録データが取得できなかった。事前の協議で決めていた不具合発生時の代替

方法に従い、計画通りに施工できていることを書面にて監理技術者に報告した。 

③ コンクリート打込み時にシュートを流れるコンクリートを観察していると、流れが悪いので監理技

術者にスランプ試験を行うようにお願いした。 

④ 現在施工中の杭は、既存杭を撤去した場所に近接していることを事前に把握していたが、同様な事

例で問題がなかったため、作業員にはこのことを伝えず、施工後に書面にて監理技術者に報告した。 

 

 

 

25 場所打ちコンクリート杭工法を選定するための判定細目について、最も不適切なものは次のうちど

れか。 

 

① 一軸圧縮強さが 10 MN/m2程度の地盤を掘削する場合、アースドリル工法では施工不可である。 

② N 値が 1 未満のごく軟弱な地盤の場合、アースドリル工法ではコンクリート使用量が設計より多く

なることがある。 

③ 深さが 40 m 程度の場合、オールケーシング工法で掘削できる。 

④ N 値が 20 の粘性土地盤の場合、オールケーシング工法で能率よく施工できる。 
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26 場所打ちコンクリート杭の施工計画作成の手順に関し、次に示す A～D の 4 つの作業の順序として、

最も適切なものは次のうちどれか。 

 

A 事前調査は、敷地状況、地盤状況、作業環境などに関する調査で、工事の難易度や施工上の問

題点を想定する。 

B 施工管理は、各作業段階において管理すべき項目、管理方法、必要な資材についての検討を行う。 

C 実施計画は、基本計画に従った具体的内容を示す作業計画および工程計画で仮設準備計画も含

まれる。また、これに従って工事費を積算する。 

D 基本計画は、施工計画の基本方針を決定するものであり、作業手順、作業方法などについて技

術的あるいは経済的検討が行われる。 

 

① D → A → C → B 

② A → D → B → C 

③ A → D → C → B 

④ D → A → B → C 

 

 

 

27 場所打ちコンクリート杭工事の仮設および準備工事に関する記述で、最も不適切なものは次のうち

どれか。 

 

① アースドリル工法はリバース工法に比べて、使用する電力設備容量が一般に大きくなる。 

② 場内で発生する廃水は、すべて下水道などにそのまま放流することはできない。 

③ 水道水を整備できない場合は、事前の水質検査より使用可能と判断されれば、河川水・地下水を使

用することができる。 

④ 杭工事の障害となる既存杭の撤去方法には、ケーシングパイプを杭の周囲に挿入し、杭と周辺の地

盤とを縁切りして引抜く方法がある。 
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28 場所打ちコンクリート杭の施工で使用する機械器具に関する記述で、最も適切なものは次のうちど

れか。 

 

① アースドリル工法で使用されるドリリングバケットの胴体部分は、掘削径より小さくなっており、

バケット先端部に取付けられたリーマナイフの外径が設計径となるように調整する。 

② アースドリル工法で使用される計測器具で、安定液のろ過水量を測定するためにはファンネル粘度

計を使用する。 

③ オールケーシング工法で使用されるロックピンは、ケーシングチューブの接続のための特殊ボルト

で、連結作業、切離し作業に使用する。 

④ オールケーシング工法で使用されるチゼルは、掘削土砂を仮受けするために使用される。 

 

 

 

29 場所打ちコンクリート杭の施工で使用する機械器具に関する記述で、最も不適切なものは次のうちど

れか。 

 

① 地中壁杭で使用されるバケット式の掘削機は、玉石層の掘削はできない。 

② 地中壁杭で使用される安定液プラント施設は、回転式掘削機に比べバケット式掘削機の方が小規模

で簡単な設備にできる。 

③ リバース工法で使用されるコニカルビットは、岩盤の掘削に使用される。 

④ リバース工法で使用されるスタビライザは、孔曲りを防止するために取り付ける。 

 

 

 

30 アースドリル工法における試験杭の記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 試験杭の箇所は、ボーリングが行われた位置付近で、地盤条件が明らかな場所が望ましい。 

② 試験杭の施工にあたり、バケットで掘削した土砂は、監理技術者等の立会いのもとに土質判定を

行ったのち、破棄する。 

③ 計画深度まで掘削しても支持層が現れず、掘削深度が深くなる場合は、支持層に到達するまで掘削

する。 

④ 試験杭の施工は、施工の適否を把握するため、本杭を用いて行う。 
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31 アースドリル工法の掘削に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 表層ケーシングの長さは、地盤条件に応じて 2～4 m のものを使用する。 

② 緩い砂地盤の掘削は、孔壁が崩壊してバケットの引上げが困難となるおそれがあるので、バケット

はゆっくりと引上げる。 

③ 地層が傾斜した地盤の掘削は、掘削孔が曲がらないようにバケットの食込み量を少なくし、ゆっく

りと掘削する。 

④ 支持層での掘削は、掘削土で満たされたドリリングバケットを孔底から急速に引上げるとバキュー

ム現象が発生し、先端地盤を緩めることがある。 

 

 

32 オールケーシング工法の掘削に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 硬岩の掘削では、亀裂の有無、風化の状態によりダウンザホールハンマなどの補助工法が必要にな

ることがある。 

② 孔内水がある状態で硬質粘性土を掘削する場合は、ハンマグラブのシェルが地山表面において食込

まず、掘削できない場合がある。 

③ 砂礫層の掘削において、粒径がふぞろいな砂礫層は、粘性土を含んだ砂礫層より掘削時間を要しない。 

④ 粒径 300 mm 以上の粒径のそろった巨石（転石）の掘削はケーシングチューブの変形や引抜き不能

のおそれがある。 

 

 

33 地中壁杭工法で、下図のようなエレメントの掘削ガット割り付けを計画する。掘削機のガット長を

2.8 m とする場合、ガット割り・掘削順として、最も適切なものは次のうちどれか。 

ただし、単位は m とし、記号 G1～G5 の G はガットを表し、数字は掘削順を示す。 

 

 

12.0

2.8

12.0

2.8 2.8 0.8 2.8 2.8

G1 G3 G2 G5 G4 G1 G2 G3 G4 G5

1.8 2.8 1.8 2.8

G1 G2 G3 G4 G5 G1 G3 G2 G5 G4

12.0

2.8 1.8 2.8 1.8 2.8

12.0

2.8 2.8 0.8 2.8 2.8

① ② 

③ ④ 
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34 アースドリル工法とオールケーシング工法の孔底処理に関する記述で、最も不適切なものは次のうち

どれか。 

 

① オールケーシング工法で孔内水が多い場合の一次孔底処理は、ハンマグラブで孔底に溜まったスラ

イムを除去する。 

② オールケーシング工法は、コンクリート打込み前にケーシングジョイント部からの砂の流入などに

より、スライムが確認された場合では、二次孔底処理の必要がある。 

③ アースドリル工法の一次孔底処理には、底ざらいバケットによる孔底処理のあと、ポンプリフト方

法などにより砂分を多く含んだ孔内水を排除し良好な安定液と置換する方法がある。 

④ アースドリル工法の孔底処理の効果は、基本深度（掘削終了時の深度）と二次孔底処理後の深度を

対比することによって判断できる。 

 

 

35 リバース工法と地中壁杭工法の孔（溝）底処理に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 地中壁杭工法の二次溝底処理の方式には、サクションポンプ方式、エアリフト方式、サンドポンプ

方式などがある。 

② 地中壁杭工法の一次溝底処理は、安定液中に浮遊している土砂分を沈殿させ、掘削機を使って溝底

に堆積したスライムを除去する。 

③ リバース工法の一次孔底処理は、掘削完了後泥水の循環を止めることなく、ビットを孔底に着底し

た状態でゆっくり回転させながら、5～10 分程度泥水を循環させる。 

④ リバース工法での二次孔底処理は、トレミー管頭部に取付けたアタッチメントを介してケリーバに

接続し、サクションポンプで循環させて実施する。 

 

 

36 場所打ちコンクリート杭の拡底杭工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 拡底杭の軸部の施工は、アースドリル工法、リバース工法またはオールケーシング工法のいずれか

で行う。 

② 拡底部の拡大径および拡底部の高さ、孔壁の状態（崩壊の有無）などの形状確認は、超音波孔壁測

定器により行う。 

③ 硬質地盤を拡底掘削する際、拡底バケットの回転抵抗が大きくなり、拡底バケットがぶれることで

掘削径が小さくなることがある。 

④ 拡底バケットの拡翼機構には、油圧方式と機械方式がある。 
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37 場所打ちコンクリート杭の各工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① BH工法は、施工機械が小型であるため、狭隘な敷地や空頭制限があっても施工できる工法である。 

② BH工法は、泥水または安定液をビットの先端より掘削された土砂とともに吸い上げ、逆循環方式

によって掘削する工法である。 

③ 深礎工法は、支持地盤が岩盤などの非常に硬い地層でも掘削が可能な工法である。 

④ 深礎工法は、人力と機械によって掘削する工法である。 

 

 

 

38 アースドリル工法における安定液の材料および種類に関する記述で、最も不適切なものは次のうち

どれか。 

 

① 安定液で使用されるベントナイトは、懸濁安定性および増粘性に優れるNa型ベントナイトおよび

Na交換型ベントナイトが使用されている。 

② CMC（カルボキシメチルセルロース）はエーテル化度が高いほど、耐セメント性・耐海水性に優

れている。 

③ 分散剤は無機系と有機系があり、セメントによる劣化防止効果は無機系の方が優れている。 

④ 防腐剤は安定液がバクテリアの影響で劣化し、粘性が低下するのを防止するのに効果がある。 

 

 

 

39 アースドリル工法における安定液の作液方法と管理に関する記述で、最も不適切なものは次のうち

どれか。 

 

① 安定液作液時の材料の投入は、水、ベントナイト、CMC（カルボキシメチルセルロース）の順で

ある。 

② CMC を主材とする安定液の重点管理項目は、粘性、比重、pH、砂分率、細粒分含有率である。 

③ ミキサーの攪拌時間は、ジェット式では 20 分程度、回転式では 30 分程度が標準である。 

④ 安定液に海水、セメントが混入することにより凝集した場合の対策は、分散剤の添加が効果的で

ある。 
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40 オールケーシング工法における孔内水の管理に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 孔内水位を被圧地下水位より高く保てば、被圧地下水の影響によるボイリングを防止することがで

きる。 

② 被圧地下水がある場合、不透水層を掘削した後に孔内給水を行えば、ボイリングを防止できる。 

③ 地下水位が施工地盤面に近い場合、盛土により施工地盤を嵩上げして孔内水位を高くすることでボ

イリングを防止することができる。 

④ 施工現場内の地下水位を揚水井戸により下げることで、ボイリングを防止することができる。 

 

 

 

41 オールケーシング工法において、ケーシングチューブ引抜きに際して、打込みコンクリート天端の

降下長（ℓ）とケーシングチューブの引抜き長（L）の関係を示した下式の中で、最も適切なものは次

のうちどれか。 

ただし、コンクリートの密度は一定とする。 

 

①  

 

②  

 

③  

 

④  

 

 

  

ℓ ൌ （d2 ൈ
π
4
）ൈ L／ ቄ（D2 െ d2）ൈ

π
4
ቅ 

ℓ ൌ ቄ（D2 െ d2）ൈ
π
4
ቅ ൈ L／（d2 ൈ

π
4
） 

ℓ ൌ （d2 ൈ
π
4
）ൈ L／ ቄ（D െ d）

2
ൈ
π
4
ቅ 

ℓ ൌ ቄ（D െ d）
2
ൈ
π
4
ቅ ൈ L／（d2 ൈ

π
4
） 

ケ－シング引抜後の 

コンクリ－ト天端高さ 

Ｌ 

Ｄ 

ケ－シング引抜前の 

コンクリ－ト天端高さ 

ℓ：コンクリート天端の降下長（m） 

L：ケーシングチューブの引抜き長（m） 

D：杭径（m） 

d：ケーシングチューブの内径（m） 

d 

ℓ 
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42 場所打ちコンクリート杭のコンクリート工事における記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① トレミー管のコンクリート中への挿入長さが長くなると、トレミー管からのコンクリート押し出し

時の抵抗が大きくなるため、コンクリート中への挿入長さの最大値は 12 m とする。 

② 余盛部分のコンクリート天端を検測テープで検測する場合は、検測テープのおもりがコンクリート

の骨材に当たっている位置を余盛りの高さとして採用する。 

③ コンクリートの余盛高さは、中心および対角 4 点測定した最も低い位置を採用する。 

④ オールケーシング工法でのコンクリート打込み時には、ケーシング引上げによりコンクリート面が

降下するが、その降下長さはケーシング径が大きくなるほど小さくなる。 

 

 

43 リバース工法における支持層確認に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 掘削中の深度測定方法は、深度の基準点から掘削が進むごとにドリルパイプの長さを順次加算して

行う。 

② 掘削後の深度測定の箇所数は、検測テープを用い、孔底外周部の位置において 4 か所以上で行う。 

③ 支持層の確認は、掘削ビットに付着した土砂を採取し、土質サンプルと対比して行う。 

④ 三翼ビットを使用するときの支持層の根入れ長さは、孔底と有効断面位置との差を考慮して、必要

な根入長さを確保する。 

 

 

44 場所打ちコンクリート杭における鉄筋かごの組立に関する記述で、最も不適切なものは次のうちど

れか。 

 

① 上部鉄筋かごの主筋本数と下部鉄筋かごの主筋本数が異なる場合には、設計者の承諾を得て上部主

筋を下部主筋の倍数にするか、あるいは上下筋の接合が可能な位置に主筋のピッチを変更する場合

がある。 

② 建築においてフープの継手の接合は、溶接を行う場合はフレア溶接とし、その溶接長はフープ筋径

の 10 倍を標準とする。 

③ 主筋とフープは共に構造材であり、その交差部は点付け溶接となるため、十分に溶接管理をする必

要がある。 

④ 主筋と補強材の結合は、無溶接（結束を含む）による場合および溶接による場合がある。 
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45 場所打ちコンクリート杭におけるレディーミクストコンクリート（JIS A 5308:2019）に規定される荷

卸し地点でのスランプとスランプフローの許容差で、下表の     に入る数値の組合せとして、最

も適切なものは次のうちどれか。 

 

荷卸し地点でのスランプの許容差（単位：cm） 
 

スランプ 
スランプの 

許容差 

8以上18以下 ±   A   

21    ± 1.5注1) 
 

荷卸し地点でのスランプフローの許容差（単位：cm） 
 

スランプフロー 
スランプフローの 

許容差 

45, 50, 55 ±   B   

60 ± 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

46 場所打ちコンクリート杭におけるコンクリート打込みの施工管理に関する記述で、最も不適切なもの

は次のうちどれか。 

 

① トレミー管先端は、プランジャが抜け落ちることができるよう 0.4 m 程度孔底より離す。これ以上

離すとコンクリートの分離を生じるおそれがあるので十分注意する。 

② 打込み完了時のコンクリートの天端は、杭中心部分だけではなく鉄筋かごの外側も確認する。また、

打込み完了後にケーシング類を引抜くとコンクリートの天端が下がるので、あらかじめ下がり量を

考慮しておく。 

③ 一般に余盛りは、孔内水がある場合は 0.8 m、孔内水がない場合は 0.5 m を最低値としている。 

④ 大口径杭のコンクリート打込みでは、トレミー管の排出口からの打込み圧力が杭外縁部まで届き難

くなるため、コンクリートの流動性を十分に確保する必要がある。 

 A B 

① 2.0 5.0 

② 2.0 7.5 

③ 2.5 5.0 

④ 2.5 7.5 

注1）呼び強度27以上で、高性能AE減水 
剤を使用する場合は、±2とする 



－21－ 

47 既製コンクリート杭の種類に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① PRC杭は、曲げ耐力の増大と靭性を付与したものであり、横拘束筋としてらせん状鉄筋の使用量は

PHC杭の 5～10 倍程度となっている。 

② SC杭は、鋼管の中空部にコンクリートを注入し、遠心締固めによって製造する中空円環断面の鋼管

コンクリート杭である。 

③ ST杭は、先端支持力をより大きく確保するため先端部外径を 5 cm～20 cm 程度太くしたもの（拡径

部）で、主として下杭で使用される。 

④ 道路橋示方書・同解説の規定により、PC 鋼材径を太くした、JIS 強化杭と呼ばれるせん断補強杭が

ある。 

 

 

48 既製コンクリート杭の製造方法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① PHC杭の製造は、水セメント比が30 %程度の富配合のコンクリートが用いられ、圧縮強度が100 N/mm2

以上のものもある。 

② コンクリートの投入方法は、ポンプ投入方式と盛込み方式がある。ポンプ投入方式は、型枠を組み

立てた後に中空部分に輸送管を挿入し、ポンプによってコンクリートを圧送する。 

③ PC鋼材の緊張は、ポンプ投入方式ではコンクリートの投入前に行い、盛込み方式では投入後に行う。 

④ PHC杭の遠心力締固めは、コンクリートの厚さを均一にするために、常に一定速度で型枠を回転さ

せて締固める。 

 

 

49 既製コンクリート杭の継手・先端部構造に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 溶接継手は、溶接作業に時間を要すること、気象の制約を受けることや溶接技能者の不足等の問題

があるため機械式継手が開発された。 

② 中掘り工法では、開放形の杭が使われ、杭周面と地盤との間の摩擦抵抗を小さくして圧入を容易に

するため、鋼製バンドのフリクションカッタを杭先端の外周に装着する。 

③ 溶接継手の場合は、端板の内側に裏当てリングを用いて補強する。 

④ 継手部に求められる性能は、杭本体部の破壊曲げモーメントの値で破壊してはならない仕様を規定

している。 
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50 既製コンクリート杭の使用材料に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 端板は、PC鋼材のリベッドヘッドの定着に用いられる。 

② 普通鉄線は、らせん状鉄筋として用いられる。 

③ 鉄筋コンクリート用棒鋼は、PRC杭に用いられる。 

④ PC鋼材は、PHC杭、PRC杭、SC杭に用いられる。 

 

 

 

51 既製コンクリート杭の製品試験および検査に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① PHC杭の品質検査には、原材料受入れ検査、工程検査、および製品検査があり、それぞれ製造会社

の社内規格で規定している。 

② PHC杭の製品試験には、曲げ耐力試験、せん断耐力試験、およびねじり試験がある。 

③ PHC杭の製品試験に用いる断面諸元には、外径、厚さのほかに換算断面係数などの数値がある。 

④ PHC杭の曲げ耐力試験では、ひび割れ曲げモーメントおよび破壊曲げモーメントが規格値を満足し

ていることを確認する。 

 

 

 

52 既製コンクリート杭の施工計画に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 杭工事に伴う車輌の出入りは、近隣の道路条件等の事前の調査を十分行い、住民の生活環境に支障

を与えないよう必要な処置を講じなければならない。 

② 工事管理者は、工事規模の大小にかかわらず、日頃から関係者全員に安全管理上の指導、教育を行

うことが必要である。 

③ プレボーリング工法において崩壊が予想される地盤では、掘削液の配合、添加剤の検討をして、試

験掘りにてその適否を確認するとよい。 

④ 土質柱状図に記載されている礫径は、ボーリング調査で採取された礫の径であり、実際に出現する

礫の最大礫径はこれとほぼ同じであると判断してもよい。 
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53 既製コンクリート杭の施工計画に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 施工計画書は、請負者が当該工事で実際に施工することを具体的な文書にし、そのとおりの施工を

行うことを約束するものであるが、変更しなければならない場合がある。 

② 設計仕様書に記載されていない事項については、独自の解釈で施工計画を進めてもよい。 

③ 既製コンクリート杭には、多種の品種があり、その性能が異なるため、設計された杭仕様を明確に

示した施工計画を立案する必要がある。 

④ 埋込み工法では、地下水の有無や被圧水、伏流水などについての対策が必要となる。 

 

 

54 既製コンクリート杭の施工計画書に記載する重要事項に関する記述で、最も不適切なものは次のう

ちどれか。 

 

① 試験杭に関しては、元請技術者のほか、工事監理者および基礎杭工事の施工体制に係る全ての下請

けの主任技術者の立会が必要である。 

② 杭工事管理者は、下請の杭施工管理者からの報告も確認して、杭毎に施工記録を作成し、一週間毎

に元請技術者に提出する。 

③ 杭工事管理者は、根固め液や杭周固定液などのセメントミルクの注入量管理を行う際、流量計を使

用する方法と配合バッチ管理にて行う方法のいずれかで実施する。 

④ 杭工事管理者は、施工計画作成段階にて、地盤条件や施工環境などから想定される不具合を事前に

挙げ、設計者・工事監理者・元請技術者と対策を決めておく。 

 

 

55 既製コンクリート杭の施工準備に関する記述で、最も適切なものは次のうちどれか。 

 

① トレーラの通行が可能な道路の曲がり角では、お互いの道路の幅員の合計が 12 m 以上（ただし、

片側幅員は 4 m 程度）とするのが目安である。 

② 仮設道路の敷き鉄板は、長期間の機材の搬入・搬出によって変形することがあるが、仮設部材であ

るため、敷き鉄板同士を溶接にて連結する必要はない。 

③ 杭打ち機のトップシーブ、リーダとバックステーの取付け部の点検・確認は、リーダの起伏前に行

うことが必要である。 

④ 杭打ち機やクローラクレーンの組立は、敷き鉄板上で行う必要はない。 
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56 既製コンクリート杭の施工法の分類と特徴に関する記述で、    に入る正しい語句の組合せとし

て、最も適切なものは次のうちどれか。 

 

既製コンクリート杭の施工法は、 A  工法と  B  工法に大別される。 

 A  工法は、油圧ハンマ等を用いて杭頭部を打撃することにより支持層まで沈設する工法である。 

現在では、 B  工法の採用が圧倒的に多くなっており、その中でも大臣認定工法が主流となっ

ている。 

 C  工法は、掘削液を注入しながらオーガで支持層まで掘削し、杭径よりも大きな根固め部を

築造し、その後、杭を挿入して支持層中に定着させる工法である。 

 D  工法は、杭中空部に挿入したオーガで杭先端地盤を掘削し、杭中空部を通じて排土しなが

ら杭を沈設し支持層中に拡大根固め部を築造する工法で、長尺杭の施工に適している。 

 

 

 

 

57 既製コンクリート杭の埋込み工法に使用するセメントミルクの練上がり量で、最も適切なものは次

のうちどれか。 

 

【条件】 

セメントの質量：1.50 t 

水 の 質 量：0.90 t 

セメントの密度（単位体積質量）：ρc＝3.16 t/m3 

水 の 密 度（単位体積質量）：ρw＝1.00 t/m3 

 

① 0.82 m3 

② 1.37 m3 

③ 1.78 m3 

④ 2.40 m3 

 

 A B C D 

① 埋込み 打込み 中掘り拡大根固め プレボーリング拡大根固め 

② 打込み 埋込み 中掘り拡大根固め プレボーリング拡大根固め 

③ 打込み 埋込み プレボーリング拡大根固め 中掘り拡大根固め 

④ 埋込み 打込み プレボーリング拡大根固め 中掘り拡大根固め 
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58 既製コンクリート杭の杭工事完了後の注意点に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 杭頭の切り揃え処置として、PHC杭をカットオフした場合には、杭体へ導入されているプレストレ

スの減少による影響は微少であり、杭頭部の補強は必要ない。 

② ヤットコ穴の墜落防止や養生を怠ると、作業員の墜落災害を招くだけでなく施工機械により地盤を

緩めることや、場合によっては杭打ち機の転倒などの重大災害を招くこともある。 

③ 軟弱地盤では、根切り掘削時において地盤の側方流動が起こり、杭の傾斜や偏心が発生することが

あるので、掘削土を根切り掘削の付近に置かないようにするなどの配慮が必要である。 

④ 根切り掘削は、通常油圧ショベル（バックホウ）を用いて行うが、この際にバケットで杭の頭部を

引っ掛けて杭体を損傷させることがあるので、掘削は慎重に行う。 

 

 

59 既製コンクリート杭の各種工法の使用機械や機材に関する記述で、最も適切なものは次のうちどれか。 

 

① プレボーリング工法で使用する標準ビットには、一般土質用、硬質土質用、礫層用など数種類あり、

土質条件によって適切に選定する必要がある。 

② 中掘り工法で使用するアースオーガは、連続スパイラル状のものを用い、その径は内面の許容差等

を考慮して公称杭内径より 10～50 mm 程度小さい。 

③ プレボーリング工法では、杭打ち機の構造上、杭の建込みやアースオーガの挿入等の補助作業を単

独で行うことは安全かつ効率的ではないため、クローラクレーンを常用としている。 

④ 打撃工法で用いられるハンマは、油圧ハンマ、ディーゼルハンマ、ドロップハンマなどがあるが、

現状でも国内において多く用いられているのはディーゼルハンマである。 

 

 

60 既製コンクリート杭の埋込み工法における支持層の確認に関する記述で、最も不適切なものは次の

うちどれか。 

 

① 一定深さを掘るために要した電流値と時間の積で示される積分電流値は、ボーリング柱状図との対

比がしやすく、N 値との定量的な相関関係があり N 値を推定することが容易である。 

② 掘削時にオーガが発生している音の変化や杭打ち機の振動状況は、地盤条件によっては支持層到達

の判断材料とすることができる。 

③ オーガ駆動装置の電流値の変化は、地盤性状の要因だけで発生するのではなく、掘削速度や掘削液

の吐出量などの影響を受ける。 

④ オーガ駆動装置の電流値は、支持層確認のための定性的な参考値として取扱われる。 



－26－ 

61 既製コンクリート杭の打込み工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 打撃（直打ち）工法では、打止めの判定の際の支持力の確認において、動的支持力算定式を用いて

求めた杭の推定支持力が設計支持力以上であることを確認する。 

② プレボーリング併用打撃工法は、打撃（直打ち）工法で打ち抜けない硬い中間層や地中障害となる

既存杭がある場合の対処方法として用いられる場合が多い。 

③ 打撃（直打ち）工法において、PHC 杭の総打撃回数の目安は 3,000 回以内とする。 

④ 打撃（直打ち）工法において、杭の貫入量は先端地盤の塑性変形、リバウンド量は先端地盤の弾性

変形と杭の圧縮応力による弾性収縮量の戻り量になる。 

 

 

62 既製コンクリート杭のプレボーリング工法に関する記述で、最も適切なものは次のうちどれか。 

 

① 道路橋示方書に適合するプレボーリング杭工法としては、COPITA型プレボーリング杭工法と建築

分野のプレボーリング系の大臣認定工法が該当する。 

② プレボーリング拡大根固め工法における根固め液の配合は、水セメント比として 30～50％のもの

が一般的である。 

③ プレボーリング拡大根固め工法で使用する拡大ビットには、オーガの逆回転によって爪が拡翼する

機械式、油圧機構によって拡翼する油圧式、水圧機構のジェット水によって拡翼する水圧式がある。 

④ 杭設置後の杭心ずれの管理値は、一般的に D/4（D は杭径）かつ 100 mm 以内である。 

 

 

63 既製コンクリート杭のプレボーリング工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① プレボーリング拡大根固め工法は、根固め液・杭周固定液が硬化するとともに、周囲の地盤を締固

めることによって支持力を発現させる工法である。 

② 杭打ち機のリーダの鉛直性は、トランシットまたは下げ振りで直角 2 方向から確認するか、杭打ち

機の鉛直計で確認する。 

③ 杭周固定液は、杭周面抵抗力を発現させるとともに、杭に水平力が作用した場合の地盤抵抗の確保

を目的として使用される。 

④ プレボーリング根固め工法の標準的な作業手順は、所定深度まで掘削し根固め液を注入し、根固め

部を築造後にオーガを引き上げながら杭周固定液を注入した後に杭を建込む。 
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64 既製コンクリート杭のプレボーリング工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 埋立地盤や軟弱層が厚く介在する場合には、掘削孔壁が孔内方向へはらみ出して、杭の挿入が困難

となる場合がある。 

② 支持力算定式における先端支持力を比較した場合、プレボーリング最終打撃工法とプレボーリング

根固め工法とでは前者の方が大きい。 

③ 先端閉塞型の杭を使用したセメントミルク工法の施工の場合、掘削孔の泥水中に杭を挿入すると杭

に浮力が生じるが、この対策として杭中空部に泥水を流入させる方法がある。 

④ 掘削径より大きい拡大根固め部を築造するものがプレボーリング拡大根固め工法に分類されるが、

杭全長にわたり拡大径（掘削径と同径）としたものは、この工法には含まない。 

 

 

65 既製コンクリート杭の中掘り工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 中掘り工法においては、先行掘削は 1 m を最大限度とし、0.5 m 程度を標準として掘削することが

望ましい。 

② 中掘り工法においては、オーガビット先端の掘削抵抗よりも杭中空部の排土による掘削土の回転抵

抗の方が支配的となることがあるため、アースオーガの電流値による支持層への到達判断が難しい

場合がある。 

③ 中掘り工法においては、粘着力の大きい粘土質地盤を掘削する場合は、粘性土の排土不良により異

常な内圧が生じてしまい、杭にリング状のひび割れが発生することがある。 

④ 中掘り工法における施工可能な礫径は、一般に杭内径の 1/4〜 1/5 程度である。 

 

 

66 既製コンクリート杭の中掘り工法に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 中掘り打撃工法は、打撃によって杭先端部に侵入した土砂の閉塞効果によって所定の支持力が得ら

れる。一般に、閉塞効果は支持層中に 2・D（Dは杭径）以上の打込みであればその効果が期待できる。 

② 中掘り拡大根固め工法の根固め部の築造方法には、拡大ビット方式と高圧ジェット噴射方式の 2 種

類がある。 

③ 中掘り根固め工法において、支持層が硬質粘性土の場合、支持層まで沈設後、杭先端部分にトレ

ミー管でコンクリートを打設する方式があり、主に土木分野で用いられている。 

④ 中掘り打撃工法では、打撃開始時の急激な土砂侵入による過大な内圧の発生を防ぐために、打撃開

始時点では１打撃あたりの貫入量を大きくする必要がある。 
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67 既製コンクリート杭の溶接継手の欠陥に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 「溶込み不足」は、溶接電流が低いとき、溶接速度が速すぎるとき、または遅すぎるときなどに発

生しやすい。 

② 「割れ」は、継手部に水分や不純物が混入したとき、熱影響部が硬化ぜい化したとき、溶接ワイヤ

が吸湿しているときなどに発生しやすい。 

③ 「スラグの巻込み」は、スラグ除去が不完全なとき、運棒速度が遅すぎるとき、トーチを前進法で

溶接したときなどに発生しやすい。 

④ 「ブローホール」は、アーク電圧が低すぎるとき、ワイヤの突出長さが短いとき、継手部に水分や

不純物が混入したとき、溶接ワイヤが吸湿しているときなどに発生しやすい。 

 

 

68 既製コンクリート杭の機械式継手に関する記述で、最も不適切なものは次のうちどれか。 

 

① 機械式継手には、内リングと外リングを嵌合することによって固定するものと、接続プレートをボ

ルトによって固定するものの、主に 2 種類がある。 

② 継ぎ金具の製作は工場加工であるため、品質は安定しており、接続状況の確認は杭工事管理者の指

示がない限り省略できる。 

③ 火気厳禁の場所でも採用ができる。 

④ 杭の接続に要する時間が短いため効率的である。 
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既製杭の問題のテキスト「既製コンクリート杭の施工管理」（2019年6月）

基本問題
場所打ち杭 既　製　杭

施　　工　　問　　題

2022年度「登録基礎ぐい工事試験」択一式問題　正解

択　　一　　式　　問　　題


	ADPDC6.tmp
	解答番号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /@JustEditMark
    /A1MinchoStd-Bold
    /AcademyEngravedLetPlain
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeFangsongStd-Regular
    /AdobeFanHeitiStd-Bold
    /AdobeGothicStd-Bold
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeKaitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobeSongStd-Light
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /AkashiStd-Light
    /Algerian
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /Blackletter686BT-Regular
    /BlackoakStd
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BokutohNStd-Bold
    /BokutohNStd-DeBold
    /BokutohNStd-Heavy
    /BokutohNStd-Light
    /BokutohNStd-Medium
    /BokutohNStd-Regular
    /BokutohNStd-Ultra
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Calligraphic421BT-RomanB
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /CataneoBT-Regular
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturyOldstyleBold
    /CenturyOldstyle-Bold
    /CenturyOldstyleItalic
    /CenturyOldstyle-Italic
    /CenturyOldstyleRoman
    /CenturyOldstyle-Roman
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /Chiller-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CurlzMT
    /DCLeiKaiShoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DCLeiKaiShoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DCLeiKaiShoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /DFGyoSho-Lt-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WING-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFHSGothicG-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WING-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMaruGothicG-W4-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFHSMinchoG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFHSMincho-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFKaiShoG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WING-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WINP-RKSJ-H
    /DFKanTeiRyuG-XB-WIN-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFLeiShoG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Bd-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-Md-WIN-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WING-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WINP-RKSJ-H
    /DFMaruGothicG-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WING-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFMinchoPG-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W3-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W5-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP1G-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP1-SB-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WING-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WINP-RKSJ-H
    /DFPOP2G-W9-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPClipG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WING-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W12-WIN-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WING-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WINP-RKSJ-H
    /DFPOPCornG-W7-WIN-RKSJ-H
    /DFPPOP1-SB-WINP-RKSJ-H
    /DHGyoSho-Lt-WINP-RKSJ-H
    /DHHSMincho-W7-WINP-RKSJ-H
    /DHPGothic-EB-WIN-RKSJ-H
    /Dotum
    /DotumChe
    /DRAGONHIGH
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EmbassyJS
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /FelixTitlingMT
    /FolkPro-Bold
    /FolkPro-Heavy
    /FolkPro-Medium
    /FolkPro-Regular
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FrakturJS
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FutoGoB101Pr5-Bold
    /FutoGoB101Pr6-Bold
    /FutoGoB101Pr6N-Bold
    /FutoGoB101Pro-Bold
    /FutoGoB101Upr-Bold
    /FutoMinA101Pr5-Bold
    /FutoMinA101Pr6-Bold
    /FutoMinA101Pr6N-Bold
    /FutoMinA101Pro-Bold
    /FutoMinA101Upr-Bold
    /Futura-Bold
    /Futura-Book
    /Futura-BookItalic
    /Futura-Heavy
    /Futura-Light
    /Futura-Medium
    /GansinkaishoEG-Heavy-SJIS
    /GansinkaishoEGP-Heavy-SJIS
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /Gothic720-BoldB
    /Gothic720-ItalicB
    /Gothic720-RomanB
    /GothicBBBPr5-Medium
    /GothicBBBPr6-Medium
    /GothicBBBPr6N-Medium
    /GothicBBBPro-Medium
    /GothicBBBUpr-Medium
    /GothicMB101Pr5-Bold
    /GothicMB101Pr5-DeBold
    /GothicMB101Pr5-Heavy
    /GothicMB101Pr5-Light
    /GothicMB101Pr5-Medium
    /GothicMB101Pr5-Regular
    /GothicMB101Pr5-Ultra
    /GothicMB101Pr6-Bold
    /GothicMB101Pr6-DeBold
    /GothicMB101Pr6-Heavy
    /GothicMB101Pr6-Light
    /GothicMB101Pr6-Medium
    /GothicMB101Pr6N-Bold
    /GothicMB101Pr6N-DeBold
    /GothicMB101Pr6N-Heavy
    /GothicMB101Pr6N-Light
    /GothicMB101Pr6N-Medium
    /GothicMB101Pr6N-Regular
    /GothicMB101Pr6N-Ultra
    /GothicMB101Pr6-Regular
    /GothicMB101Pr6-Ultra
    /GothicMB101Pro-Bold
    /GothicMB101Pro-DeBold
    /GothicMB101Pro-Heavy
    /GothicMB101Pro-Light
    /GothicMB101Pro-Medium
    /GothicMB101Pro-Regular
    /GothicMB101Pro-Ultra
    /GothicMB101Upr-Bold
    /GothicMB101Upr-DeBold
    /GothicMB101Upr-Heavy
    /GothicMB101Upr-Light
    /GothicMB101Upr-Medium
    /GothicMB101Upr-Regular
    /GothicMB101Upr-Ultra
    /GotMB101Std-Lig-KS
    /GotMB101Std-Med-KS
    /GotMB101Std-Reg-KS
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HakusyuKaisyoExtraBold_kk
    /HappyNStd-Bold
    /HappyNStd-DeBold
    /HappyNStd-Heavy
    /HappyNStd-Light
    /HappyNStd-Medium
    /HappyNStd-Regular
    /HappyNStd-Ultra
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HarucraftStd-Heavy
    /HaruGakuStd-Light
    /HaseToppoStd-Bold
    /HaseToppoStd-DeBold
    /HaseToppoStd-Heavy
    /HaseToppoStd-Light
    /HaseToppoStd-Medium
    /HaseToppoStd-Regular
    /HaseToppoStd-Ultra
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGHagoromoB
    /HGHagoromoE
    /HGHeiseiKakugothictaiW3
    /HGHeiseiKakugothictaiW5
    /HGHeiseiKakugothictaiW7
    /HGHeiseiKakugothictaiW9
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiMarupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiMarupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiMarupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HoboStd
    /HolidayPiBT-Regular
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /JokermanLetPlain
    /Jokerman-Regular
    /JSSGothic-Md
    /JSSMincho-Lt
    /JuiceITC-Regular
    /Jun101Pro-Light
    /Jun201Pro-Regular
    /Jun34Pro-Medium
    /Jun501Pro-Bold
    /JustEditMark
    /JustHalfMark
    /JustHalfMarkG
    /JustKanaMark
    /JustKanaMarkG
    /JustOubunMark
    /JustOubunMarkG
    /JustUnitMark
    /JustUnitMarkG
    /JustWabunMark
    /JustWabunMarkG
    /KaishoMCBK1Pro-DeBold
    /KaitiEG-Medium-SJIS
    /KaitiEGP-Medium-SJIS
    /KakuGyoStd-Light
    /KakuGyoStd-Medium
    /KanteiryuStd-Ultra
    /Kartika
    /KozGoPr6N-Bold
    /KozGoPr6N-ExtraLight
    /KozGoPr6N-Heavy
    /KozGoPr6N-Light
    /KozGoPr6N-Medium
    /KozGoPr6N-Regular
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozMinPr6N-Bold
    /KozMinPr6N-ExtraLight
    /KozMinPr6N-Heavy
    /KozMinPr6N-Light
    /KozMinPr6N-Medium
    /KozMinPr6N-Regular
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KumoyaStd-Regular
    /KunstlerScript
    /KyokaICAPro-Light
    /KyokaICAPro-Medium
    /KyokaICAPro-Regular
    /KyokashotaiEG-Medium-SJIS
    /KyokashotaiEGP-Medium-SJIS
    /Latha
    /LatinWide
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LikureiStd-Regular
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /Mangal-Regular
    /MaruFoPro-Bold
    /MaruFoPro-Heavy
    /MaruFoPro-Medium
    /MaruFoPro-Regular
    /MatchtaiEG-Bold-SJIS
    /MatchtaiEGP-Bold-SJIS
    /MaturaMTScriptCapitals
    /McKEISUKEAA
    /McKEISUKEBB
    /McKEISUKECC
    /McKEISUKEDD
    /McKEISUKEEE
    /McKEISUKEFF
    /McKEISUKEGG
    /McKEISUKEHH
    /MesquiteStd
    /MicrosoftSansSerif
    /MidashiGoUpr-MB31
    /MidashiMinUpr-MA31
    /MilanoLet
    /MingLiU
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /MisterEarlBT-Regular
    /Mistral
    /MNewsGPro-Light
    /MNewsGUpr-Light
    /MNewsMJUpr-Light
    /MNewsMPro-Light
    /MNewsMUpr-Light
    /MoariaStd-Bold
    /MoariaStd-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MusashiStd-Regular
    /MusaSoStd-Regular
    /MVBoli
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /NachinStd-Regular
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OldDreadfulNo7BT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /OneStrokeScriptLetPlain
    /Onyx
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /OutaiKaiStd-Light
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /ParkAvenueBT-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PreMomoStd-Bold
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Raavi
    /RageItalic
    /RageItalicLetPlain
    /Ravie
    /Reisho101Std-Medium
    /ReishoE1Std-Regular
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /RosewoodStd-Regular
    /RyuminPr5-Bold
    /RyuminPr5-ExBold
    /RyuminPr5-ExHeavy
    /RyuminPr5-Heavy
    /RyuminPr5-Light
    /RyuminPr5-Medium
    /RyuminPr5-Regular
    /RyuminPr5-Ultra
    /RyuminPr6-Bold
    /RyuminPr6-ExBold
    /RyuminPr6-ExHeavy
    /RyuminPr6-Heavy
    /RyuminPr6-Light
    /RyuminPr6-Medium
    /RyuminPr6N-Bold
    /RyuminPr6N-ExBold
    /RyuminPr6N-ExHeavy
    /RyuminPr6N-Heavy
    /RyuminPr6N-Light
    /RyuminPr6N-Medium
    /RyuminPr6N-Reg
    /RyuminPr6N-Ultra
    /RyuminPr6-Regular
    /RyuminPr6-Ultra
    /RyuminPro-Bold
    /RyuminPro-ExBold
    /RyuminPro-ExHeavy
    /RyuminPro-Heavy
    /RyuminPro-Light
    /RyuminPro-Medium
    /RyuminPro-Regular
    /RyuminPro-Ultra
    /RyuminStd-Bold-KO
    /RyuminStd-Bold-KS
    /RyuminStd-ExBold-KO
    /RyuminStd-ExBold-KS
    /RyuminStd-ExHeavy-KO
    /RyuminStd-ExHeavy-KS
    /RyuminStd-Heavy-KO
    /RyuminStd-Heavy-KS
    /RyuminStd-Light-KO
    /RyuminStd-Light-KS
    /RyuminStd-Medium-KO
    /RyuminStd-Medium-KS
    /RyuminStd-Regular-KO
    /RyuminStd-Regular-KS
    /RyuminStd-Ultra-KO
    /RyuminStd-Ultra-KS
    /RyuminUpr-Bold
    /RyuminUpr-ExBold
    /RyuminUpr-ExHeavy
    /RyuminUpr-Heavy
    /RyuminUpr-Light
    /RyuminUpr-Medium
    /RyuminUpr-Regular
    /RyuminUpr-Ultra
    /ScriptMTBold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /SeiKaiCB1Pr5-Regular
    /SeiKaiCB1Std-Regular
    /ShinGoMin-Emboss
    /ShinGoMin-Futoline
    /ShinGoMin-Line
    /ShinGoMin-Shadow
    /ShinGoPr5-Bold
    /ShinGoPr5-DeBold
    /ShinGoPr5-ExLight
    /ShinGoPr5-Heavy
    /ShinGoPr5-Light
    /ShinGoPr5-Medium
    /ShinGoPr5-Regular
    /ShinGoPr5-Ultra
    /ShinGoPr6-Bold
    /ShinGoPr6-DeBold
    /ShinGoPr6-ExLight
    /ShinGoPr6-Heavy
    /ShinGoPr6-Light
    /ShinGoPr6-Medium
    /ShinGoPr6N-Bold
    /ShinGoPr6N-DeBold
    /ShinGoPr6N-ExLight
    /ShinGoPr6N-Heavy
    /ShinGoPr6N-Light
    /ShinGoPr6N-Medium
    /ShinGoPr6N-Regular
    /ShinGoPr6N-Ultra
    /ShinGoPr6-Regular
    /ShinGoPr6-Ultra
    /ShinGoPro-Bold
    /ShinGoPro-DeBold
    /ShinGoPro-ExLight
    /ShinGoPro-Heavy
    /ShinGoPro-Light
    /ShinGoPro-Medium
    /ShinGoPro-Regular
    /ShinGoPro-Ultra
    /ShinGoUpr-Bold
    /ShinGoUpr-DeBold
    /ShinGoUpr-ExLight
    /ShinGoUpr-Heavy
    /ShinGoUpr-Light
    /ShinGoUpr-Medium
    /ShinGoUpr-Regular
    /ShinGoUpr-Ultra
    /ShinMGoMin-Emboss
    /ShinMGoMin-Futoline
    /ShinMGoMin-Line
    /ShinMGoMin-Shadow
    /ShinMGoPr6-Bold
    /ShinMGoPr6-DeBold
    /ShinMGoPr6-Heavy
    /ShinMGoPr6-Light
    /ShinMGoPr6-Medium
    /ShinMGoPr6N-Bold
    /ShinMGoPr6N-DeBold
    /ShinMGoPr6N-Heavy
    /ShinMGoPr6N-Light
    /ShinMGoPr6N-Medium
    /ShinMGoPr6N-Regular
    /ShinMGoPr6N-Ultra
    /ShinMGoPr6-Regular
    /ShinMGoPr6-Ultra
    /ShinMGoPro-Bold
    /ShinMGoPro-DeBold
    /ShinMGoPro-Heavy
    /ShinMGoPro-Light
    /ShinMGoPro-Medium
    /ShinMGoPro-Regular
    /ShinMGoPro-Ultra
    /ShinMGoUpr-Bold
    /ShinMGoUpr-DeBold
    /ShinMGoUpr-Heavy
    /ShinMGoUpr-Light
    /ShinMGoUpr-Medium
    /ShinMGoUpr-Regular
    /ShinMGoUpr-Ultra
    /ShinseiKaiPr5-CBSK1
    /ShinseiKaiPro-CBSK1
    /shoryuotame
    /shouryuotame
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimHei
    /SimSun
    /SimSun-PUA
    /SmudgerLetPlain
    /SnapITC-Regular
    /SoftGoStd-Bold
    /SoftGoStd-DeBold
    /SoftGoStd-Heavy
    /SoftGoStd-Light
    /SoftGoStd-Medium
    /SoftGoStd-Regular
    /SoftGoStd-Ultra
    /Square721BT-Roman
    /Staccato222BT-Regular
    /Stencil
    /StencilStd
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TakeStd-Bold
    /TakeStd-Heavy
    /TakeStd-Light
    /TakeStd-Medium
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /YentiEG-Extra-SJIS
    /YentiEG-Medium-SJIS
    /YentiEGP-Extra-SJIS
    /YentiEGP-Medium-SJIS
    /YuyuGothictaiEG-Extra-SJIS
    /YuyuGothictaiEGP-Extra-SJIS
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




